
謹 

啓 
陽
春
の
候
、
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
段
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
醍
醐
山
興
隆
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
国
三
十
三
所
第
十
一
番
ご
本
尊
・
准
胝
観
世
音
菩
薩
曼
荼
羅
供
法
要
が
五
月
十
五
日
か
ら
五
月
二
十
一
日
の
間
に
一
日
の
み
ご
厳
修
さ
れ
ま
す
。 

准
胝
観
音
様
の
ご
法
要
は
、
五
月
十
五
日
の
開
白
法
要
、
十
八
日
の
中
日
法
要
が
そ
れ
ぞ
れ
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
二
十
一
日
の
結
願
法
要
が
午

後
二
時
か
ら
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ご
開
扉
中
、
午
前
十
時
三
十
分
、
午
後
二
時
か
ら
勤
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
ご
参
拝
下
さ
い
。 

准
胝
観
音
さ
ま
の
ご
利
益
に
は
、
求
児
、
延
命
、
聡
明
、
夫
婦
敬
愛
、
他
人
敬
愛
、
治
病
、
滅
罪
、
降
雨
等
々
が
経
に
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
功
徳
広
大
な
る
准
胝
観
音
さ
ま
と
広
く
ご
結
縁
を
結
ん
で
頂
き
た
く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

尚
、
ご
祈
願
、
お
供
え
等
の
お
申
し
込
み
は
、
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

合 

掌 

 

總
本
山 

醍 

醐 

寺 

特 

別 

祈 

願 

料
・
・
・
一
願 
五
千
円
以
上
（

護
摩
札

） 

ご 
 

祈 
 

願 

料
・
・
・
一
願 

二
千
円
（

金
札

） 

御 

守 

護 

守 
 

・
・
・
一
体 

五
百
円
（

准
胝
守

） 

 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上

、
醍
醐
寺
寺
務
所
ま
で
ご
送
付
く
だ
さ
い

。 

後
日

、
お
札
・
お
守
り
と
一
緒
に
郵
便
振
込
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。 


